
               青 少 年 育 成 だ よ り 第 24７号           令和６年１０月１０日                    

   青少年育成だより 
発行 塩尻市青少年育成センター 

電話 ５２－０８９４ 

            ９月の活動日誌から ～各班の活動紹介～       

９月４日（水） 北小野１３班 

両小野小学校であいさつ運動を行いました。 

クラブ活動があったため、下校する生徒は少なめ

でしたが、元気よくあいさつをしてくれる子や、は

ずかしそうにうつむきながら行く子とさまざまで

した。まだまだ暑いので気をつけて帰るよう声が

けを行いました。       

９月６日（金） 大門１班 

本日は、塩尻西小周辺の横断歩道４ヶ所で見守 

り活動を実施しました。暑さの残る中ではありま

したが、子どもたちはとても元気で、「おかえり」の

声かけに「ただいま！さようなら」と大きな声で返

事をしてくれました。とてもさわやかな気持ちに

なりました。前半の活動は終了しました。後半もよ

ろしくお願いします。 

 

９月１３日（金） 塩尻東３、４班 

下大門交差点で、松本方面から右折

する車が赤信号になっても進入してくるので、横

断歩道を渡るのに（歩行者の信号は青）大変危険

だと感じました。               

９月１８日（水） 大門２班 

降ったり止んだりの小雨の中、桔梗小学校の通学

路の見守りを実施。大きな声で「こんにちは」とあ

いさつをして横断歩道を渡る児童も多く、黄旗で

誘導しているこちらもホッとします。中には、「傘

を差してないけど大丈夫ですか？」とこちらの心

配をしてくれる高学年児童もいて、嬉しい思いで

した。「見守り」とはいえ、お互いが気さくに声をか

け合う大切さを実感しました。 

９月１８日（水） 高出７班 

今日は２班と７班合同で、桔梗小学校の通学路の見

守りを行いました。集合時間の頃から雨が降り出

し、それに合わせるように迎えに来る保護者の方の

数も増えてきました。低学年、特に１年生は多くの児

童が児童館へ向かいました。下校途中でチラシをも

らったとのことで、雨の中途中でランドセルを降ろ

してチラシをしまう姿も見られました。 

高学年の下校が始まると、スポーツ公園のテニスコ

ート横の駐車場に出入りする車の数が多くなり、横

断する児童との交錯に注意して見守りを行いまし

た。今週月曜日の夕方には、大門で男子児童が自転

車で帰宅中に自転車に乗った男に追いかけられる

事案も発生しているとのことで、引き続き地域での

見守りの必要性を感じました。 

９月２０日（金） 楢川１４班 

本日は楢川小中学校通学路見守りを実施しました。

集団下校ではありませんでしたが、１、２年生と一緒

に通学路を歩きました。１年生の自宅まで一緒に歩

きましたが、寄り道することなく元気に歩きました。

学校まで戻ってきたところ、自宅まで一緒に歩いた

女の子の母親が迎えに来ていたので、自宅まで帰っ

たことを伝えました。奈良井地区は観光客が多く、

特に外国籍の方が多いので怖い部分もありますが、

今の時代成長するには多様性ゆたかな環境は必要

なことかもしれません。 

【１０月の班活動予定】 

10/4（金） 広丘６班 少年警察ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ協会 

との合同巡回 

10/10（木） 吉田８班 吉田小通学路見守り 

10/11（金） 塩尻東 

３班、４班 

塩尻東小 

通学路見守り 

10/30（水） 洗馬 

宗賀 

９～12班 

塩尻西部中学校 

通学路見守り 



長野県青少年補導委員会会長・ 

事務局担当者会議が行われました 

９月１０日（火）に、青少年補導委員会会長・事務局

担当者会議が須坂市で行われました。協議事項で

は、今年度松本市で青少年補導員の公募を行った

とのことで、広く周知を行うことで活動を知り、興

味を持った人からの応募があったそうです。他市

からは、募集の具体的な方法などについて質問が

挙がっていました。その後の施設見学では、近く

の長野刑務所へ向かい、調理室や、浴室、居室な

どの日常生活を送るスペースの他、実際の作業所

での作業風景を見学しました。 

青少年健全育成３団体合同研修会 

を行いました 

９月２６日（木）に塩尻市少年警察ボランティア協

会、子ども会育成連絡協議会、青少年育成委員協

議会合同研修会を行いました。当日は、各団体か

ら合計３９名の参加があり、伊那市の「NPO 法人

子ども・若者サポートはみんぐ」の理事長、戸枝智

子さんを講師に迎え、『子どもが生き心地よく育

っていける地域のあり方』と題して講演会を行い

ました。 

 

伊那市には、子どもの年代にあった過ごし方がで

きる「第三の居場所」がいくつかあり、学校に行き

づらい子どもたちでも、そういった施設で学習の

他、様々な体験をすることができるそうです。 

第三の居場所で過ごした経験のある子どもたち

からは、「居心地よくある場所って一つでもある

と人生が豊かになる」「自分がしてもらって嬉しか

ったことは、他の人にもしたい。」と、後に支援す

る側に参加する学生もいるとのことです。 

私たちは、悩みを抱える保護者や子どもたちが孤

立することのないよう、SOSを 

見逃さない地域づくりを続け 

ていくことが重要です。 

１０月 11（金）～１０月２０日（日）は 

『全国地域安全運動』です 

警察などでは、毎年１０月１１日から２０日までの１０

日間、「全国地域安全運動」を実施し、各地の防犯協

会や防犯ボランティア団体とともに、地域安全活動

の強化や、相互間の連携の一層の緊密化を図って

います。また、運動初日の１０月１１日を「安全安心な

まちづくりの日」と定め、地域の取り組みを強化し

ています。（政府広報 

オンライン参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

全

国

重
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・子どもと女性の犯罪被害防止 

・特殊詐欺、SNS型投資・ロマンス詐欺の 

被害防止 

・自転車盗、万引きの被害防止 

長

野

県 

・住宅対象侵入窃盗の被害防止 

～施錠の徹底～ 

 

『ながら見守り』で 

子どもたちを街の人の目で守りましょう。 

ながら見守りとは、日常活動を行う際、 

防犯の視点を持って子どもの見守りを行う 

ものです。 例えば、 

  ・犬の散歩をしながら 

  ・農作業をしながら  

・ウォーキングや 

ジョギングをしながら など 

（警視庁HPより） 

交流文化部 社会教育スポーツ課 社会教育係 
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